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65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

前
年
の
所
得
や
、
本
人
お
よ
び
家
族（
同

一
世
帯
の
人
）の
市
民
税
の
課
税
状
況

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ

表
１
参
照
）

※
平
成
17
年
度
ま
で
は
、
合
併
前
の
市

町
村
の
保
険
料
と
し
、
平
成
18
年
度
か

ら
統
一
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
支
払
い
方
法
は
、
年
金
の

種
類
、
受
給
額
な
ど
に
よ
っ
て
、
特
別

徴
収
と
普
通
徴
収
に
分
か
れ
ま
す
。（
次

ペ
ー
ジ
表
２
参
照
）

　

み
な
さ
ん
の
平
成
17
年
度
の
保
険
料

の
額
や
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
７

月
中
旬
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
額
や

支
払
い
方
法
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
お
送
り
す
る
通
知
書
で
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

普
通
徴
収
の
人
は
、
口
座
振
替
に
よ

る
支
払
い
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
を

希
望
す
る
人
は
、
金
融
機
関
・
郵
便
局

の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
に
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
、
通
帳
、
届
け
出
印
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
の
結
果
（
口
座
振

替
結
果
通
知
書
）
は
、
希
望
者
の
み
に

通
知
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、

下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。ま
た
、そ
れ
以
外
の
人
は
、通
帳

に
よ
り
各
自
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

残
高
不
足
な
ど
に
よ
り
口
座
振
替
が

で
き
な
か
っ
た
人
に
は
、
納
付
書
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
や
納
付

書
な
ど
の
送
付
先
を
住
所
地
以
外
に
変

更
で
き
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、下
記
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
、

保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
一
定
期
間
の
支
払

猶
予
ま
た
は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
前
の
鳥
取
市
地
域
、
気
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介護保険料

口
座
振
替

高
町
地
域
お
よ
び
青
谷
町
地
域
に
在
住

で
、
収
入
の
少
な
い
人
は
軽
減
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

支
払
い
期
限
を
過
ぎ
た
保
険
料
に

は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
。
ま
た
、
特
別
な
事
情
が
な
く
保

険
料
を
支
払
わ
な
い
場
合
は
次
の
よ
う

な
措
置
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
点
で
、
一

割
の
自
己
負
担
額
だ
け
で
な
く
、
い
っ

た
ん
全
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
後
日
、
申
請
に
よ
り
９
割
を
払
い

戻
し
ま
す
。

◇
長
期
間
に
わ
た
り
滞
納
し
た
場
合
に

は
、そ
の
期
間
に
応
じ
て
一
定
の
期
間
、

自
己
負
担
額
が
１
割
か
ら
３
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

納
付
書
の
送
付
先
変
更

減
免
・
軽
減
制
度

問
い
合
わ
せ
先　
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10
ペ
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ジ
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）

保
険
料
を

支
払
わ
な
か
っ
た
ら

みなさんの支払う保険料は、
介護保険制度を支える大切な財源となります。

介護が必要になったとき、
誰もが安心して介護サービスを利用できるように

保険料は必ず支払いましょう。

保
険
料
と
支
払
い
方
法


